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る
人
が
増
加
し
た
こ
と
や
、
介
護
報

酬
が
上
昇
改
定
さ
れ
た
こ
と
な
ど
、

保
険
料
負
担
が
増
え
る
要
因
が
重
な

り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
見

直
し
で
こ
れ
ま
で
４
０
８
８
円
だ
っ

た
介
護
保
険
料
の
基
準
額
が
４
９
４

７
円
に
変
わ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
基
準
額
は
本
人
が
市
民
税
非

課
税
で
世
帯
員
に
課
税
者
が
い
る
場

合
（
第
４
段
階
）
の
保
険
料
に
な
り

ま
す
。
年
額
に
す
る
と
５
万
９
４
０

０
円
に
な
り
ま
す
。

　
介
護
保
険
の
財
源
は
半
分
が
税

金
、
半
分
が
保
険
料
で
ま
か
な
わ
れ

て
い
ま
す
。
保
険
料
の
う
ち
、　
歳
６５

以
上
の
人
の
負
担
割
合
は
国
が
定
め

ま
す
。
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
に

２４

２６

つ
い
て
は
現
行
の
　
％
か
ら
１
％
増

２０

の
　
％
の
負
担
に
な
り
ま
し
た
。

２１
　
ま
た
、
こ
の
他
に
も
要
介
護
認
定

を
受
け
て
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す

　
安
定
的
な
制
度
運
営
の
た
め
、
被

保
険
者
の
負
担
能
力
に
応
じ
た
き
め

細
か
い
保
険
料
段
階
を
設
定
し
て
い

ま
す
。
保
険
料
段
階
は
世
帯
の
市
民

税
の
課
税
状
況
や
本
人
の
所
得
等
に

よ
り
　
段
階
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

１０

今
回
は
次
の
２
点
を
変
更
し
ま
す
。

①
第
３
段
階
特
例
分
の
設
定

　
第
３
段
階
は
、
世
帯
全
員
が
市
民

税
非
課
税
で
本
人
の
合
計
所
得
金
額

と
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計

が
　
万
円
を
超
え
る
人
が
対
象
と
な

８０
り
ま
す
。
負
担
能
力
に
応
じ
た
き
め

細
か
い
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
第
３

段
階
の
中
で
も
、
本
人
の
合
計
所
得

金
額
と
公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の

合
計
が
１
２
０
万
円
以
下
の
人
は
、

第
３
段
階
特
例
分
と
し
て
、
基
準
額

に
対
す
る
負
担
割
合
を
第
３
段
階
に

適
用
す
る
０
・
７
５
か
ら
０
・
６
２

５
に
引
き
下
げ
ま
す
。

②
基
準
所
得
金
額
の
変
更

　
保
険
料
の
負
担
割
合
は
、
保
険
料

段
階
に
応
じ
て
、
基
準
額
（
第
４
段

階
）よ
り
段
階
が
低
い
人
ほ
ど
低
く
、

段
階
が
高
い
人
ほ
ど
高
い
割
合
に
な

り
ま
す
。
国
が
定
め
る
基
準
所
得
金

額（
※
）が
２
０
０
万
円
か
ら
１
９
０

万
円
に
変
更
さ
れ
た
た
め
、
本
市
で

も
基
準
所
得
金
額
に
相
当
す
る
第
６

段
階
と
第
７
段
階
の
境
界
と
な
る
所

得
金
額
を
２
０
０
万
円
か
ら
１
９
０

万
円
に
変
更
し
ま
す
。

　
※
基
準
所
得
金
額
…
介
護
保
険
料

は
、
基
準
額
よ
り
低
い
所
得
層
を
高

い
所
得
層
が
支
え
る
仕
組
み
に
な
っ

て
お
り
、
そ
の
均
衝
を
勘
案
し
て
国

が
定
め
た
額

　
市
は
、
こ
の
た
び
「
西
宮
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
西
宮
市
介
護
保
険
事

業
計
画
」
と
「
西
宮
市
障
害
福
祉
推
進
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
今
後
、

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
よ
う
に
各
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
計
画
書
は
、
健
康
福
祉
計
画

課
（
市
役
所
本
庁
舎
３
階
）、
各
支
所
・
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
ア
ク

タ
西
宮
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
市

政
情
報
→
総
合
計
画
と
部
門
別
計
画
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
問
合
せ
は
健
康
福
祉
計
画
課
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
２
８
８
）
へ
。

　
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
医
療
ニ

ー
ズ
の
高
い
人
や
重
度
の
要
介
護

者
、
認
知
症
高
齢
者
が
増
加
す
る
と

と
も
に
、
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
、

高
齢
者
の
み
の
世
帯
も
増
加
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
高
齢
社
会
を
本
格

的
に
迎
え
、
ど
の
よ
う
に
高
齢
期
の

暮
ら
し
を
支
え
て
い
く
か
が
課
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
平
成
　
年
に
お
け
る

２７

高
齢
者
介
護
の
あ
る
べ
き
姿
を
設
定

し
た
前
回
計
画
に
お
け
る
基
本
理
念

を
基
礎
と
し
つ
つ
、
「
地
域
包
括
ケ

ア
体
制
」
の
構
築
を
見
据
え
た
新
た

な
取
り
組
み
を
ス
タ
ー
ト
す
る
計
画

と
し
て
「
西
宮
市
高
齢
者
福
祉
計

画
・
西
宮
市
介
護
保
険
事
業
計
画
」

を
改
定
し
ま
し
た
＝
左
表
の
と
お

り
。
　
計
画
で
は
、
３
つ
の
基
本
目
標
を

掲
げ
る
と
と
も
に
、
高
齢
者
が
要
介

護
状
態
に
な
っ
て
も
可
能
な
限
り
住

み
慣
れ
た
地
域
に
お
い
て
、
継
続
し

て
生
活
が
で
き
る
よ
う
、
地
域
包
括

ケ
ア
の
一
層
の
推
進
の
た
め
に
重
要

と
な
る
取
り
組
み
を
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
　

　市は、「西宮市高齢者福祉計画・西宮
市介護保険事業計画」と「西宮市障害福
祉推進計画」について、市民の皆さんか
ら意見を募集し、貴重なご意見をいただ
きました。
　いただいた意見の概要とそれに対す
る市の考え方、策定された「西宮市高齢
者福祉計画・西宮市介護保険事業計画
（概要版）」と「西宮市障害福祉推進計
画（概要版）」は、次の場所で配布して
いるほか市のホームページ（市政情報→
参画と協働）に掲載しています。
【配布場所】市役所本庁舎１階総合案内
所横、各支所・市民サービスセンター、ア
クタ西宮ステーション、健康福祉計画課
（市役所本庁舎３階）

　
本
市
で
は
、
障
害
者
基
本

法
に
基
づ
く
障
害
者
計
画
と

し
て
「
西
宮
市
障
害
福
祉
推

進
計
画
」
を
策
定
し
、
計
画

の
将
来
像
と
し
て
「
と
も
に

生
き
　
と
も
に
支
え
あ
う
　

共
生
の
ま
ち
　
西
宮
」
を
掲

げ
、
全
て
の
人
々
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
だ
れ
も
が
安
心

し
て
地
域
で
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
き
ま
し

た
。
　
今
回
、
本
市
の
こ
れ
ま
で

の
障
害
福
祉
施
策
の
考
え
方

や
方
向
性
を
継
承
し
つ
つ
、

国
の
法
改
正
の
動
向
や
本
市

に
お
け
る
施
策
の
課
題
等
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
障
害
の
あ

る
人
の
地
域
に
お
け
る
自
立

と
社
会
参
加
の
支
援
等
の
取

り
組
み
を
継
続
・
発
展
さ
せ

る
も
の
と
し
て
、
計
画
を
改
定

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
本
計
画
で
は
、
計
画

の
将
来
像
の
達
成
に
向
け
て
３

つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
る
と
と

も
に
、
計
画
を
推
進
す
る
に
あ

た
っ
て
重
点
的
に
取
り
組
む
べ

き
課
題
へ
の
対
応
を
定
め
て
い

ま
す
。
な
お
、
障
害
者
自
立
支

援
法
に
基
づ
き
、
障
害
福
祉
サ

ー
ビ
ス
の
見
込
量
等
に
つ
い
て

定
め
る
「
障
害
福
祉
計
画
」
を

含
ん
だ
形
で
策
定
し
て
い
ま

す
。
　
今
後
も
、
「
障
害
の
あ
る
人

も
な
い
人
も
地
域
で
と
も
に
支

え
合
い
、
と
も
に
暮
ら
す
共
生

の
ま
ち
」
の
実
現
を
目
指
し
て

各
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　
平
成
　
年
度
の
介
護
保
険
料
の
保

２４

険
料
額
や
納
付
方
法
を
お
知
ら
せ
す

る
「
介
護
保
険
料
決
定
通
知
書
」
は
、

６
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
介
護
保

険
制
度
の
概
要
を
紹
介
し
た
小
冊
子

も
同
封
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
介
護
保
険
料
の
納
付
方
法
は
原

則
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
天
引

き
）
で
す
が
、　
歳
に
な
っ
て
間
も

６５

な
い
人
や
西
宮
市
に
転
入
し
て
き
た

人
な
ど
は
、
半
年
か
ら
１
年
ほ
ど
普

通
徴
収
（
納
付
書
に
よ
る
支
払
い
）

に
な
る
期
間
が
あ
り
ま
す
。

　
普
通
徴
収
期
間
が
あ
る
人
に
は
、

決
定
通
知
書
の
ほ
か
、
納
付
書
と
口

座
振
替
申
込
書
を
同
封
し
て
い
ま

す
。
普
通
徴
収
の
間
は
、
口
座
振
替

に
よ
る
納
付
も
で
き
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
金
融
機
関
で
手

続
き
し
て
く
だ
さ
い
（
特
別
徴
収
を

口
座
振
替
に
変
更
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
）。

保
険
料
決
定
通
知

６
月
中
旬
に
発
送

計画の期間
平成24年度～26年度
計画の基本理念～平成27年の高齢者介護のあるべき姿
☆全ての高齢者が地域社会を構成する重要な一員として尊重され、
そのもてる能力と経験を生かし、健康づくりや生きがい活動など
に自主的・主体的に取り組み、社会参加を通じて自己を実現し、豊
かで活力ある社会が形成されている
☆全ての高齢者が尊厳を保ちながら、多様な社会参加・参画を果た
し、必要に応じて希望するさまざまなサービスを受けながら、生涯
にわたって住み慣れた家庭や地域社会において、健やかに安心し
て日常生活を送っている
計画の３つの基本目標
①いきいきとした暮らしを楽しめるまちに
②住み慣れた地域で安心して暮らせるまちに
③安心して介護サービスを使えるまちに
地域包括ケアの推進のために重要となる取り組み

効果的な介護予防の推進❖介護予防の取り組み
身近な地域における相談支援体制の充実❖相談支援体制づくり
権利擁護の取り組みの強化❖権利擁護・認知症支

援の取り組み 認知症支援対策の充実
介護と医療の連携の仕組みづくり

❖介護サービスの充実 介護サービス事業者との連携・支援
よりよいサービス提供のための取り組みの充実

計画の期間
平成24年度～29年度（障害福祉計画における部分については26年度まで）
計画の基本理念
☆だれもが人として尊重しあい、支えあうまち
☆だれもが人として輝き、自立した生活をおくれるまち
☆だれもが自らの生き方を選べるまち
☆だれもが身近な地域でともに暮らせる生活支援の充実したまち
将来像
ともに生き　ともに支えあう　共生のまち　西宮
計画の３つの基本目標
①住み慣れた地域での暮らしの実現
②自立・社会参加・自己実現に向けた支援の充実
③ともに暮らす地域づくりの推進
計画の重点的な取り組み
❖相談支援・権利擁護支援の体制づくり
❖地域での暮らしを支える生活支援の充実
❖自立、自己実現に向けた就労支援の充実
❖ライフステージに応じた療育・発達支援体制の充実
❖地域自立支援協議会における協議の推進

み
ん
な
で
支
え
る
介
護
保
険

安
定
し
た
制
度
運
営
の
た
め
保
険
料
を
見
直
し 西宮市障害福祉推進計画

　
今
年
は
３
年
に
１
度
の
介
護
保
険
料
の
見
直
し
の
年
に
あ
た
り
ま
す
。

西
宮
市
も
　
歳
以
上
の
人
口
の
推
計
な
ど
か
ら
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
給

６５

付
費
を
見
積
も
り
、
必
要
な
保
険
料
の
金
額
を
算
定
し
ま
し
た
。

　
み
な
さ
ん
が
介
護
保
険
制
度
を
よ
り
安
心
し
て
利
用
で
き
る
よ
う
に
、

今
後
も
引
き
続
き
公
正
な
介
護
認
定
の
実
施
や
、
保
険
給
付
の
適
正
化
を

進
め
、
安
定
し
た
制
度
の
運
営
に
努
め
ま
す
。

　
問
合
せ
は
介
護
保
険
課
（
０
７
９
８
・
３
５
・
３
３
１
３
）
へ
。

基
準
額
は
４
９
４
７
円

だ
れ
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

「
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
」、「
障
害
福
祉
推
進
計
画
」
を
策
定

パブリックコメント結果と
計画の概要版等を配布

保
険
料
段
階
に
か
か
る

所
得
区
分
を
見
直
し

西
宮
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・

西
宮
市
介
護
保
険
事
業
計
画


